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 クリスマスは、降誕日 12 月 25 日の４週間前から、クリスマスを待つ待

降節（アドベント）として始まります。この日を一日千秋の思いで待つ子

どもたちのために日めくりカレンダーがあります。今年はお嫁ちゃんが、

そのカレンダーのような四角いカード状のランタンをプレゼントしてくれ

ました。青い地に銀色で絵が書かれ、日付の部分を剥がしていきます。中

にライトを入れると影絵、走馬灯のような感じになります。今年、私は子

どものように、それを日ごとに楽しむことができました。 

でも、クリスマスの日を迎えたらクリスマスが終わるのではありません。降誕日の 12 日後に、

東方の博士（イエスは、ヘロデ王の時代にユダヤのベツレヘムでお生まれになった。そのとき、占星術の学者た

ちが東の方からエルサレムに来て、言った。「ユダヤ人の王としてお生まれになった方は、どこにおられますか。わ

たしたちは東方でその方の星を見たので、拝みに来たのです。」マタイ２：１）が幼子イエスを見出し、宝物

を捧げたと言われる 1 月 6 日を公現日（エピファニー）として祝い、それまでの期間がクリス

マスです。このランタンの絵はラクダに乗った三人の東方の博士たちを描いていますが、一人ラ

クダを引く無冠の博士も続いています。 

 

なぜ 3 人かというのは贈り物の数

からとされています。（彼らが王の言葉を

聞いて出かけると、東方で見た星が先立って

進み、ついに幼子のいる場所の上に止まった。

学者たちはその星を見て喜びにあふれた。家

に入ってみると、幼子は母マリアと共におら 

れた。彼らはひれ伏して幼子を拝み、宝の箱を開けて、黄金、乳香、没薬を贈り物として献げた。（マタイ２：９）） 

贈り物は黄金、乳香、没薬です。黄金は王権の象徴、乳香は神性の象徴、没薬は受難と死の象

徴と理解され、主イエスにふさわしい贈り物とされています。そして、彼らは異国からやって来

た占星術（天文学）の学者とされていますから、イエス・キリストの降誕物語は、主イエスに宗

教を超えた世界性、知性と理性、絶対不可欠の属性を与えた物語となっています。 

 一人歩く博士のイメージは、1895 年に出版されたアメリカの小説家ヘンリー・ヴァン・ダイ 

クの短編小説『アルタバン物語』として創作されたものです。アルタバンもサファイア、ルビ 

ー、真珠を宝の箱に入れて出発し、三人の博士に合流したかったのですが、旅の途中で助けて 

くれる人のいない、苦しむ人を見捨てられず、世話をしたばかりに、間に合うことができず、宝 

もその人々のために使い、やっと、たどり着いた時は、主イエスは十字架にかけられていました。 

この物語は、良きサマリア人、また、『はっきり言っておく。わたしの兄弟であるこの最も小さい者の 

一人にしたのは、わたしにしてくれたことなのである。』（マタイ 25︙40）のたとえ話を物語化したものでし 

ょう。ささやかな「宝の箱」から私は何を捧げよう、と考えました。パウロの「このような宝を土 

の器のなかにおさめています」との言葉に知らされているように、もうすでに私は宝として、主イエ 

スを頂いているのだと思い、感謝です。メルヘンのような、この美しいブルーライトのランタン 

を眺めながら、エピファニーまでクリスマスをお祝いしたいと思います。 


